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第 2章　牛深八幡宮文書の史的分析
張　　麗山
はじめに
　天草市牛深町字宮崎にある牛深八幡宮で、我々関西大学の一行が現地調査を実施した。ここでは、田
代壽興宮司からの丁寧な説明や、吉川茂文氏との懇談の機会を得た。さらに、調査の目的の一つとして、
神社所蔵の古文書を撮影した。古文書は総数46点を数えるが、今回の撮影は 8点であった。その内訳は
次のとおりである。
文書番号 表題 年代 形態 作成者
2 八幡宮御宝殿再建勧化帳 文政 9（1826）年 横帳 青木恒七
5 日記 文政 3（1820）年 縦帳 社家
7 御免書写 文政10（1827）年 縦帳 八左衛門
8 公用記 明治 3（1870）年 縦帳 社家
10 公用録 明治 2（1869）年 縦帳 社家
13 和漢書籍目録 嘉永 4（1851）年 横帳 田代氏
14 不分年代前後随聞見私記焉 明治 6（1873）年 横帳
19 家系由緒書 明治 5（1872）年 一紙 田代菅雄
　これらの古文書は、牛深八幡宮神社の歴史、また天草の神社史、そして地域史への理解としても役立
つ。本稿は「八幡宮御宝殿再建勧化帳」・「和漢書籍目録」・「家系由緒書」を部分的に翻刻しながら、当
社の歴史を紹介する。
一、牛深八幡宮の歴史的変遷
　牛深八幡宮は牛深町にある 8つの神社の中で一番大きな神社だが、その歴史はあまり深く知られてい
ない。『熊本県神社誌』ではその創立と沿革について、次のように記されている1）。
寛永十四（1637）年の島原の乱に際し、古文書等を焼失して創始年代や由緒は不詳であるが、古老
の口碑によると、往古紀伊国宮崎に鎮座の八幡宮を勧請したものという。神社鎮座地を今字宮崎と
いうが、この地名はここより出ているという。現在の神殿は文久元（1861）年 6月の再建、拝殿は
文政 9（1826）年再建であるが、近年更に改修した。明治 5（1872）年郷社に列した。
1）	 上米良純臣『熊本県神社誌』（青潮社、1981年）、282頁。
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規模の大きな神社にしては、ごく簡略な紹介だが、牛深八幡宮の案内板にもっと詳しい紹介があるので、
以下に抄録する。
牛深八幡宮（旧社名・広旗八幡宮）
鎮座地　熊本県牛深市牛深町字宮崎三一九八番地。
御祭神　応神天皇
相殿神　宗像三女神
　　　　天照皇大神
由緒
一、寛永十四年島原切支丹一揆兵器の際旧記宝物類焼失依りて創立年月日不詳。古老の口碑に云ふ
「往古紀伊国字宮崎鎮座八幡宮分霊を勧請す、故に宮崎の地名を移して字宮崎と名つく従来郷社た
り」
二、社家の世代を推歩するに寛永三丙虎
ママ
（1826年）以前に係わりし者と推測するも前記の次第にて
確明ならす。漸く田代隼人進菅原行寿正徳元年三月十八日京都吉田殿に於て祠官免許状授与せられ
しより爾来代々明瞭せり。寛永三年は明治二十九年を距つること二百八十一年なり。
三、境内の景況は本殿拝殿等の構造を始め天草の閤郡に卓絶し且つ眺望の風致は西南茫洋平たる支
那海に接し所謂頼山陽が天草洋の詩の如く実に勝地とも称すべし（以上明治二十九年編神社明細帳
より）
　牛深八幡宮の資料は寛永十四年の戦乱で焼失したので、それ以前の神社史を追跡するのが難しい。そ
こで、筆者は現在牛深八幡宮の代々世襲してきた宮司家によって、近世における牛深八幡宮を巡る歴史
を辿ってみる。宮司家である田代氏の系譜について、明治 5年（1872）に書かれた「家系由緒書」が参
考になるだろう。
桓武天皇四代之孫、高望親王末男、鎮守府将軍従五位下、常陸大椽平良望之後胤、太郎信重養子太
夫左衛門尉信家、嘉慶二年戊辰正月十一日薩州出水郡田代村地頭職に補られ地名を以、氏を田代と
号、其孫田代萬太左衛門尉秀光嫡男田代善兵衛秀正、豊公薩州征罰後浪人いたし、其子孫田代萬之
丞秀里、寛永三丙寅年間、天草郡牛深村渡海居住、其子田代隼人進菅原行寿
正徳元年三月十八日於京都吉田家社職免許状申請候　田代摂津守菅原行次　宝暦二年六月三日前同
断　田代采女守菅原行正　安永五年五月十七日前同断　田代雅楽守
ママ
菅原行文　文化五年五月六日前
同断　田代松比古菅原行清　弘化二年三月十四日前同断　摂津守改名田代菅雄菅原行隆　元治元年
六月十日前同断　右之通御座候、以上
明治五年壬申六月	 	田代菅雄印
天草御出張所
　その祖を桓武天皇まで遡って叙述しているが、具体的な時期や記述の詳細を知ることができるのは、
嘉慶 2年（1388）の項目だろう。これは田代姓の由来を語るもので、少なくとも宮司家の先祖が田代村
に赴いてその名を得たことが一応確認できる2）。それから、寛永 3（1626）年に、田代隼人進が海を渡っ
2）	 田代村について、『角川日本地名大辞典　46鹿児島県』に「田代村：平安末期～戦国期に見える村名。大隅国禰寝院
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て牛深に居住した。牛深八幡宮の神職を務めるために牛深にきたかどうかは確認できない。同14（1637）
年に牛深八幡宮が戦火で焼失している。さらに、正徳元年（1711） 3 月18日、田代隼人進が吉田家より
社職免許を得ようとしたことが理解できよう。もしかしたら、牛深八幡宮が焼失したことをきっかけと
して田代氏が神職界に入った。また、神職を申請したので、寛永14年と正徳元年との間には神社が再建
された可能性もある。
　そして注意すべきは、宝暦 2（1752）年の「田代采女守菅原行正」という呼称である。采女とは本来、
律令制度において天皇や皇后に近侍する女官のことであり、采女守とは地方の采女貢納を管理する官職
であるが、ここでは神職の呼称だった3）。それは、前掲吉田家からの免許状からも推測できる。寛文 5
（1665）年、江戸幕府は「諸社禰宜神主法度」によって、吉田家を、幕府公認の神道家元として、禁裏及
び仏教直属の神社を除く全国の神社に対して実質的権限をもつことになり、幕末に至るまで神道界の大
半をその傘下に入れた4）。また、位階のない神主は白衣服しか着られない。それ以上の服を着用するには、
免許を取るより何倍ものお金を払って位階を申請する。したがって、こういう神職を維持するには相当
な資金が必要だろう。このことからも田代氏の司る牛深八幡宮が当時大きな勢力を持っていたのではな
いかと推測される。
二、神社の再建
1 、八幡宮御宝殿再建勧化帳序の翻刻
　〈資料 1・牛深八幡宮文書 2〉
（表紙）「八幡宮御宝殿再建勧化帳」
　　　　肥後国天草郡牛深邑八幡宮御宝殿再建勧化序
抑、当所宮崎の里に鎮座まします四ヶ所惣廟の八幡宮と申奉るハ掛まくも神濃代には田霧姫命、湍
津姫命、市杵姫命、此三女神を弓箭八幡宮と崇め奉る、又人の代には人皇乃始、神武天皇より拾四
代の帝仲衷天皇越前の国より気比大明神と仰り建玉ふ、同拾五代乃姫帝神功皇后と申奉るハ我朝の
神力をもつ之新羅・百済・高麗三韓の強敵を打随ひ、日本の属国となし玉ひ、今乃世まても顕然た
り、後に筑前国香椎大明神、摂津の国にハ方違大明神、近江の国にハ鞭崎八幡宮と垂迹し玉ふ、此
二柱乃御大神の御子人皇拾六代の帝応神天皇と申奉るハ年を経て数代の後、神亀四年豊前の国宇佐
に於て三才の童子に御詫宣ましましてより、神功皇后、玉依姫、応神天皇、此三柱の御大神を八幡
宮と崇め奉ると乃、宇佐八幡宮是なり、夫より山城の州雄徳山石清水八幡宮、河内の国誉田八幡宮、
相模の国にハ鶴ヶ岡八幡宮、其外日本一列諸国に大小となく、津々浦々まても八幡宮を勧請し奉り、
南俁のうち」と書かれるように、嘉慶 2（1388）年に薩摩国には田代村がある。
3）	 采女という神職について、例えば、吉田家は元和 4（1618）年に「渡村采女由保」、寛永 6（1629）年に「渡村采女
佐吉保」などの神職許状を授与した（井上智勝『近世の神社と朝廷権威』、吉川弘文館、2007年、121頁）。ただし、
公家や神祇官などとのやり取りや許可書を記録した文書 8で示したように、「太政官」や「大蔵省」などからの書類
もあり、情報の多様性が認められる。
4）	 善家幸敏『日本における宗教と政治』（成文堂、2004年）128～129頁。
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誠目立度御大神也、山林幽谷に住家をする樵夫杣人も、嶋崎瀬崎の波崎に漁どりする釣人も、此御
大神を知らさらんものハなし、此御大神乃御神徳を尊信せさるものハあらじされば過にし、未の春
宮崎乃出火に万民悉く焼失、八幡宮の神殿・拝殿其外末社迄も一塵の煙と焇果ぬ、誠に火金剛小燃
れハ玉石共に焼るると是必然の道理なり、屡々再建の志願有るといへども辺鄙の氏子等力足らずし
て成就し難き事を患ふ、依て四方の旅客の助情を希ふ所也、共に志を同ふして、此費を補助し玉ハ
ハ宇を立忽願望成就疑ひ有べからず、氏子等之満足此迄のあかべき也、実に神ハ人の敬ふに依て威
を増し、人ハ神乃護に依て運の添ふもの也、御信仰の御方々ハ厚く勧進したまふもの歟、然る則ハ
神風の有らん限りハ此御大神乃恵ミに洩玉ふべき也、夜るの守り、昼る乃護りとなりかふ事炳焉な
りと、敬白
文政九丙戌年
　桃月
	 青木恒七
	 謹誌之
	 正大宮司
	 田代雅楽頭
	 惣氏子中
2 、社殿の再建
　牛深八幡宮は寛永14年に天草島原の乱で焼失したが、前掲の史料から神社としてずっと続いてきたこ
とがわかった。また、他の文書からもみえるように、文政 9（1862）年や文久元（1861）年など何度も
再建された。「肥後国天草郡牛深邑八幡宮御宝殿再建勧化序」はすなわち文政 9年に再建された時の勧進
帳の序文である。また、それを再建するために氏子から集まった資金が【表 1】で示した通りである。
　この勧進帳によってわかるように、お金を出したのは屋号を持った人が多い。また、その名簿から、
女中などの名前も見える。それは、あたかも前掲した序に書かれたように「山林幽谷に住家をする樵夫
杣人も、嶋崎瀬崎の波崎に漁どりする釣人も、此御大神を知らさらんものハなし」というように、八幡
宮が広く信仰されていたことを裏付けている。ここで、特に注意すべきは、【表 1】番号107～112の項目
に御番所の役人や牛深港を訪れる船乗りたちだ。それは、牛深がかつて港として、商人が頻繁に往来す
る盛況を物語った一方、牛深八幡宮を中心とする文化交渉も見られる。再建をきっかけとして、様々な
異なる階層や分野の人々がひとつのプログラムに関与した。後にも紹介するが、牛深八幡宮に収蔵され
た中国の典籍や字画などはこういう経路によって得たとも考えられる。それは、すなわち序に感嘆した
「依て四方の旅客の助情を希ふ所也、共に志を同ふして、此費を補助し玉ハハ宇を立忽願望成就疑ひ有べ
からず、氏子等之満足此迄のあかべき也、実に神ハ人の敬ふに依て威を増し、人ハ神乃護に依て運の添
ふもの也、御信仰の御方々ハ厚く勧進したまふもの歟」の所以ではないか。
　実は文政年間（1818～30）の再建明細については、文書 7「御免書写」の後半の文政10（1827）年に
も記されてあった。その一部を次に掲げてみる。
〈史料 2・牛深八幡宮文書 7〉
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氏神
A　八幡宮再建　御殿拝殿共
　棟梁	岡田人之治　肥後熊本大工
　境内七畝拾五歩　棟梁	久吉　牛深村大工
　文政八酉九月廿五日　志やうの初
　同　九戌四月廿三日　拝殿棟上
　同　十亥閏六月十七日　御殿棟上
　同　年十二月四日　御遷宮　当神主田代雅楽　殿
　　　　　　　　　　　　　　壱丁田村神主
　　　　　　　　　　　　　　津留村神主
　　　　　　　　　　　　　　久玉村神主　〆四人
B若宮　境内壱畝歩　文政十一子年再建
C山王権現　境内壱畝歩　右同断
D恵美須宮　境内九歩　右同断
E白水庵　境内
　この記録によって、神社のどの部分がいつ誰によって再建されたのかが明らかになった。また、再建
する大工も牛深だけでなく、熊本から来た人もいた。特に、神社の遷宮は重要な行事で、できるだけ近
隣の神主を誘って行われていた。山王権現や恵美須など民間信仰に属するものが神社境内に立てられた
のも牛深八幡宮の広い支持を表している。
三、和漢書物―蔵書の神社―
　牛深は日本にとって周縁だったかもしれないが、牛深八幡宮の文書からみると、決してそうではない。
文書13は和漢書籍目録で、「和之部」、「漢之部」と「雑書」からなる。「和之部」は神道を始めとする日
本の書目であり、「漢之部」は中国の書目であり、「雑書」は漢籍・和籍もある。筆者にとって驚いたの
は漢之部の豊かさである。その書目を【表 2】に掲げる。
　目録を読めばわかるように、ほとんどは儒教教養に関わる基礎的な書物である。神社に仏教や道教の
書物がないのは当たり前であるが、儒教の経典が牛深で所蔵されるのは近世における儒教の影響を十分
物語っている。最近の研究によれば、昔の神社が図書館としての役割があり、氏子や村の人が神社の書
籍を借りて勉強することができたそうだ。そうすると、中国の儒教が牛深八幡宮という外国の異なる宗
教空間で、伝播されていた。歴史的に東アジアにおいては、文化がこういうルートで交渉されていたこ
とが窺える。
　また、儒教書物の他には詩詞字画の書物が見られる。儒教の書物は古くから日本に伝わったので、牛
深八幡宮へは日本のほかの地域から伝来した可能性もあるが、詩詞字画はほとんど近世以来のものであ
る。例えば【表 2】番号37の李滄溟は明朝後期の文学家であり、番号23の「芥子園山水帖一帙」は清代
初期の文人李漁のものをさし、番号27の「元明清書画人名録」はいうまでもなく近世や近代のものであ
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る。これらはほとんど文人などの収蔵品であり、短い期間で牛深という日本の文化的中心地と距離を置
いたところに伝わったのは、むしろ前述したように牛深という港を往来した商人によってではないか。
さらには、直接中国から貰わされた可能性さえある。
おわり
　以上、牛深八幡宮文書を掲げなから、同社の歴史及びそれを巡る文化交渉を簡単に紹介した。ただし、
筆者は神社、古文書、そして八幡宮に関して、ほとんど初めて触れたので、深く立ち入って検討する心
得がまだ足りない。それでも少しの分析で多くの興味深い事実を手に入れた。全体として地域、宗教、
文化と広がりをみせる文書だといえよう。
牛深八幡宮のスケッチ（2011年 7 月27日、中山創太作）
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表 1　文政 9（1826）年勧進帳の詳細
番号 金額 氏名 備考
1 金子 3両 松岡新兵衛 釘代と引合に相成
2 同　 3両 青木恒七 皆済
3 同　 3両 　佐々木松之助 3月27日杉 5分板48間代引合ニ而受取
4 金子 2両 佐々木為右衛門、吉弥 　内 1両 4月 9日受取
5 同　 3両 佐々木甚蔵
6 同　 1両 佐々木権太郎
7 同　100疋 原田喜内
8 同　 3両 富川仲蔵 3月 8日受取相済
9 同　 4両 薩摩屋伝蔵
10 同　 3両 矢田為蔵
11 同　 1両 甲佐屋直七
12 同　 1両 喜田竹八
13 同　100疋 青木八兵衛
14 同　100疋 山本藤吉
15 同　 3歩 五穀屋利助
16 同　 3歩 はりまやなつ
17 同　 2両 紀伊国屋武兵衛
18 同　 1両 2歩 瀬川市太郎
19 同　 2歩 瀬川浅太郎
20 同　100疋 野田文太郎
21 同　 1両 魚屋作松
22 同　 2歩 喜多半三郎
23 同　100疋 礒崎友兵衛
24 同　100疋 松岡種吉
25 同　100疋 あわや喜蔵
26 同　 1両 花田吉松
27 同　100疋 礒崎卯平
28 同　300疋 大工弓太郎
29 同　 1両 2歩 佐々木次郎松
30 銭380匁 魚屋清兵衛
31 同
ママ
（金子）　 1両 2歩 礒崎竹五郎
32 同　 1両 2歩 はりまや由松
33 同　 1両 2歩 綿屋八左衛門
34 同　100疋 煙草屋新太郎
35 同　 2歩 佐々木市平
36 同　 3両 佐々木杢平
37 同　 2歩 石本松右衛門
38 同　100疋 八代屋国松
39 同　100疋 松本代吉
40 同　100疋 佐々木徳太郎
41 同　100疋 佐々木善吉
42 同　 1両 大工市蔵
43 同　 2両 田中岩松
44 同　 4両 右山源吉
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45 花田倉蔵
46 同　 3歩 肥後屋茂三郎
47 同　100疋 寺田応助
48 同　100疋 大工秋太郎
49 同　 2両 俵屋松五郎
50 同　100疋 八百屋吉蔵
51 同　 2歩 大工本次郎
52 同　100疋 油屋三次郎
53 同　100疋 礒崎吉松
54 同　100疋 仁右衛門
55 同 綿屋忠吉
56 同　 2歩 右山久蔵
57 同　100疋 上田半内
58 同　 2歩 仕立屋金四郎
59 同　 3歩 礒崎友次
60 同　 1両 山下仙兵衛
61 同　 2歩 煙草屋与吉
62 同　 5両 永楽屋平七
63 同　 1両 岩浦信弥
64 同　100疋 綿屋松五郎
65 同　 3両 糀屋為兵衛
66 金 1 歩 瀬平次
67 同 大嶋利三郎
68 同　100疋 佐々木辰次郎
69 同 伊勢蔵
70 同 紺屋己之蔵
71 同 天屋松蔵
72 同 （天屋）福松
73 同　 7両 萬屋礒吉 宮崎
74 同　 6両 江良兵助 同
75 同　 3両 中嶋屋徳兵衛 同
76 同　 4両 池田虎市 同
77 同　 4両 渕逸弥 同
78 同　 3両 吉野屋利平次
79 同　 1両 2歩 網屋久七
80 同　 2歩 両国屋家松
81 同　 3歩 湯浅屋伴右衛門
82 同　 1歩 2朱 肥後屋儀助
83 金子　 1両 佐々木昇市 魚貫村庄屋
84 白銀 2枚 遠見御番所 銀杏山
85 金子100疋 大宝丸喜一郎 阿州宮島浦
86 同　 5両 油屋増太郎 船津
87 同　 3歩 塩屋喜三八
88 同　 7両 塩屋恒左衛門
89 同　 2両 柳屋伊左吉
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90 同　 1歩 2朱 大工勇吉
91 同　 2歩 豊次
92 同　 2歩 佐々木只三郎 魚貫村
93 1 歩 年寄辻元弥五郎 茂串からの金子 5 両の内訳である。〆：金
6月17日受取
94 1 歩 浅蔵
95 1 歩 喜蔵
96 南鐐 1片 唯七
97 金 2 歩 組頭中
98 1 歩 1 朱 女中
99 1 歩 喜三松
100 1 歩 秀益
101 南鐐 1片 半次
102 同　 1片 政五郎　久七
103 1 歩 宅頭中
104 2 両 1 歩 1 朱 村中
105 金子 1両 喜多半助 紀州有田郡北湊浦宮崎
106 銭295匁 女中 岡
107 白銀 2枚（但80目） 津田潤作、津田中五郎、藤川元助 見張御番所
108 南鐐 1片 松本屋直助 大嶋子村・吉蔵客
109 金子200疋 長須屋久太郎 肥後河内船津村・大和や武助客
110 南鐐 1片 川村半右衛門 薩州秋目住吉丸・松之助客
111 金子100疋 為吉 周防住江丸・又吉客
112 南鐐 1片 千右衛門 同国八幡丸・同人客
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表 2　牛深八幡宮の漢籍蔵書目録（漢之部）
番号 書籍名 冊数 備考
1 礼記正文 2
2 毛詩正文 3
3 古文孝経參疏 3
4 大学章句新疏 2
5 論語集解標記 2
6 小学內篇 4
7 周礼 6
8 儀礼 5 內初卷不足
9 毛詩鄭箋標注 9
10 文中子 4
11 劉向說苑 10
12 字彙 15
13 史記評林 50
14 文選白文 6
15 蒙求 2
16 七書 7 內一五之卷不足
17 論語正文 1
18 孝経考 1
19 左傳校本 15
20 孟子 4
21 国語 6
22 冬巣詩詞一帙 8 同詩四冊詞四冊
23 芥子園山水帖一帙 5
24 詩韻含英一帙 4
25 西域聞見録 4
26 貝原養生訓 4 外に折本一冊添
27 元明清書画人名録 2
28 米芾蓬萊書帖 1折
29 唐詩選國字解 4
30 辨通考註 全
31 三體詩三之卷 1
32 月令博物筌 12
33 論語破本 12
34 崇孟 1
35 說叢 1 写
36 尚書國字解 1 写
37 李滄溟尺牘 1
付記
　本稿は、文書を所蔵される牛深八幡宮をはじめ、地元の皆さんの調査協力によって発表することができました。記して
謝意を表します。また、調査において古文書の写真撮影を担当した岑玲氏と中山創太氏、参考資料を提供してくれた梁紫
蘇氏にも御礼を申し上げます。
